水俣病事件小史 : 水俣病はほんとうに終わったのか by 井上 豊治 & Bunji Inoue





Outline of Minamata Disease Incident 
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CaCO,→ CaO + C-------. CaC,→ C』 ,CH,CHO一CH,COOH→ CH3COCH3
石灰石 生石灰 コークス カルシウムアセチレンアセトアルデヒド 酢酸 アセトン
カーハイト 」Hg 1 アセテ｝卜人絹























































3 ) 政府の公害認定まで： 1959年 （昭 • 34) 8月～68
















ら埋没してしまったかにみえた． 1960年 （昭． 35)ま































4 ) 補償をめぐる裁判闘争： 1969年 （昭 •44) -2004 
年（平・ 16)
(1) 第一次訴訟



















































































































































































1908 I明治41I s I水俣に日本窒素肥料株式会社発足 (1950年新日本窒素肥料株式会社， 1965年チ ッソ株式会社に社名変更，以下 「チッソ」
と記す）
1926 大正15I 4 チッソ，工場廃水による漁業被害に対する見舞金を水俣町に支払う
1932 昭和 7I 3 チッソ水俣工場で，アセトアルデヒドの生産開始
1952 I 27 水俣漁協，漁獲減少につき県に実情調査要望
1953 I 2s I 12 水俣市出月で幼児の奇病発生 （後に水俣病 と確認された最初の患者）
1954 I 29 I 6 水俣市茂道でネコの狂い死にが発生，殆ど全滅
1956 I 31 I 5 チッソ付属病院，原因不明の奇病患者 4名発生を水俣保健所に報告 （水俣病の公式発見），水俣市奇病対策委員会発足
8 熊本大学医学部研究班結成
11 熊大研究班，第 1回報告会で魚介類経由の重金属中毒を疑う， 厚生省， 厚生科学研究班を組織現地で疫学調査，保健所，
水俣湾産魚介類の摂食及び樵獲の自粛を指導














7 熊本県，食品衛生法による水俣湾産魚介類の販売禁止措置について厚生省に照会，厚生省は 「法の適用は不可」と 回答
33 I 7 厚生省公衆衛生局長，「チッソ水俣工場の廃棄物が水俣湾泥土を汚染し，魚介類が廃梨物の化学毒物で有毒化，これの多贔
摂取によ って発症した」と推定
9 チッソ，アセトアルデヒド工場廃水の排出先を水俣川河口に変更











38 I 2 熊大研究班，「原因物質はメチル水銀化合物であり，それはチ ッソ水俣工場アセドアルデヒド製造工程で直接廃水中に排出
されたもの」と発表
39 I 5 水俣漁協，水俣湾内以外の漁獲自主規制を全面解除
40 I 6 新潟県阿賀野川流域に第二水俣病発生
11 アセトアルデヒド合成モデルプラントからメチル水銀発生を確認
41 I 6 チッソ，アセドアルデヒド工場排水を系内循環方式に改良
43 I 5 チッソ，アセドアルデヒドの製造中止
9 政府，水俣病を公害病と公式認定 （水俣病の原因究明に終止符）
44 I 4 水俣病患者家庭互助会，補償処理委員会への一任をめぐり一任派と訴訟派に分裂
6 訴訟派，チ ッソを被告として熊本地裁に損害賠償請求を提訴 （第一次訴訟），原告勝訴 (1973)
12 公害に係る健康被害の救済に関する特別措置法施行





1977 I 52 I 7 環境庁環境保健部長通知「後天性水俣病の判断条件について」で認定範囲が狭くなる
1980 I 55 I 5 水俣病第三次訴訟，最初の水俣病国家賠償請求を提訴，熊本地裁，国 ・県の責任を認める判決 (1993)
1982 I 57 I 10 チッソ水俣病関西訴訟提起
1995 平成 7I 9 「水俣病問題の解決について」最終解決策を閣議決定
1996 I s I 5 熊本県水俣病関係 5団体，解決策受入れを決定，チッソとの和解成立
2001 
2004 
13 I 4 大阪高裁，関西訴訟判決で国 ・県の責任を認める




被害者区分 対象となる基準 補償金額 医療保障など
認定患者 70年から国の認定基準 手足のしびれなどの 一時金1,600万 医療費全額支給
(2,265人） 77年に厳格化 感覚障害のほかに -1,800万円と
運動障害など複数の 年金など
症状の組合せが必要
未認定患者 95年の政治決着 四肢末端の感覚障害 一時金 260万円 医療費自己負担分
(11,591十？人） (10,353人→11,540人） と医療手当（月額
平均 2万円）支給
04年の関西訴訟最高裁 舌先か指先の感覚 賠償金として な し※












































































































































































































































































































































































































っているが， 1975年 （昭 •50 ) 以降経営が悪化し，補
償金の支払いに支障が生じる おそれが出てきたため，


































そして 1995年（平 • 7)，政府は水俣病事件の政治的
解決を図った（ 2-4) -(4)の項参照）．この条件をのん
で解決金を受け取った未認定患者の数は一万人を超え
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